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多少の アブ センス . ォブ • マインド というの は、 誰 

にも ある ことで ある。 あるの が 普通と いってよ かろう- 

しかし 私 は 可な り 念 入の アブ センス • ォブ • マインド 

を やった ことがある。 今に 思 出しても、 自分で 可笑し 

くなる ので ある。 

それ は 私が まだ 金 沢の 四 高に 教師 をして いた 頃の こ 

とで ある。 或 日 同僚の ドイツ人 ユンケル 氏から 晩餐に 

招かれた。 金 沢で は 外国人 は 多く 公園から 小 立 野へ 入 

る 入口の 処に 住んで いる。 外国人と いっても 僅の 数に 

過ぎない が。 私 は その 頃ち ようど 小 立 野の 下に 住んで 

いた。 夕方 招かれた 時刻の 少し 前に、 家 を 出て、 坂 を 



ンケル 氏の 所へ 招れ て 来て いるの だと 思い込ん でいた。 

それにしても ユンケル 氏が 出て 来ない の を 不思議に 思 

い、 エスさん に 尋ねて 見る と、 自分 は 全く 家 を 間違つ 

ていたの であった。 

昨年の 秋、 十数 年ぶりに 金 沢へ 帰って 見た。 小 立 野 

の 高台から 見 はらす 北国の 青白い 空に は変リ はない が、 

何十 年 昔の ことと て、 街 は 大分 変って いるよう に 思わ 

れた。 ユンケル 氏 は その後 一高の 方へ 転任せられ、 も 

う 大分 前に 故人と なられた。 エスさん も、 その後 何処 

に 行かれた か。 その 頃 私より 少し 年上で あつたと 思う 

が、 今 も 何処かに 健かにして おられる か 知ら。 (昭和 



十四 年 一 月) 
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